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◆太平の世を願って

戦争で尊い命を落とされた大東地区１８７柱の

御霊ならびに当山檀家の戦死病歿者の追悼供養

法要を行いました。

法要には大東地区戦没者遺族会の皆様がお参

りになりました。

「英霊」と染め抜かれた荘厳幕はしまい込まれて

いたものです。数年前にみつけたので、このたびか

けました。昭和３０年前後に作られたものではない

かと思います。

回向中、１８７柱の英霊のお名前をすべて読み込

みました。もちろんその中には当山過去帳に見覚え

のある方のものも多くありました。

亡くなられた場所は国内であったり外地であっ

たり、また、戦地で亡くなられた、あるいは病院で亡

くなられたなど記されていました。

雲南市戦没者追悼式は例年７月に行われ、さら

に各地域で今回同様の法要が行われます。

慰霊･追悼はもちろん大切ですが、万世太平の

楽土が築かれることが現在の世界情勢をみてもと

ても大切なことと感じています。

◆年齢には関係ありません

黒柳徹子さんは現在９３歳。元気の源はよく食べ

ることにもあるようですが、新しいものへの好奇心

が旺盛であることが重要な要因のようです。

掲示板は敬老の日を前にしたころのものです

が、決して高齢者への叱咤激励メッセージではあり

ません。

例えば美しいものをみても「べつに・・」とか、課

題にあたっても打開策を探さず「まあいいかぁ・・・」、

などという人は、年齢は若くても老人と言うこと。

好奇心をもって暮らすことを忘れずにいたいもの

です。


